
　人口減少により国内市場が頭打ちの反面、グローバルな競争環境は激化の一途、財政問題顕在化の虞、気候変動、テクノロ

ジー進化への喫緊の対応といった、社会・経済的課題・事業課題は山積みです。こうした、お客さまを取り巻く課題に対し、

金融の枠を超えた価値共創のパートナーとして解決を導く、マルチソリューション・プラットフォーマーへと進化することが

当社グループの目指すところです。当社グループは、経営理念に基づき、事業活動を通じてステークホルダーのみなさまと共

有できる価値を創造し、持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。

　当社グループは、サステナビリティに関わる全社横断的な協議、報告を行うサステナビリティ委員会を設置しています。

　具体的には、ＥＳＧを含むサステナビリティに関わる情報共有、サステナビリティ経営の基本方針・目標の立案、計画の実

行状況のモニタリングと対策協議等を行っています。
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　当社グループは、業務に伴って発生するリスクを、定量的管理を行うフィナンシャルリスクと、定性的管理を行うオペレー

ショナルリスクに分け、各々のリスク管理体制を定めるとともに、フィナンシャルリスク、オペレーショナルリスクを一元的

に管理する総合的なリスク管理体制を構築しています。フィナンシャルリスクについては、信用リスク・市場リスク・アセッ

トリスク・エクイティリスクに区分したうえで、カテゴリごとにリスクキャピタルを配賦する管理の枠組みをもとに、リスク

の所在と大きさをモニタリングしています。また、オペレーショナルリスクについては、事務リスク・システムリスク・法務

リスク等のリスク事象の発生、対応、予防の状況等をモニタリングしています。

　当社グループは、サステナビリティに関するリスクをオペレーショナルリスクと捉え、リスク管理委員会および総合的なリ

スク管理体制のもとで、既往のリスク管理プロセスへの反映を開始していますが、今後も関係機関の分析手法や研究成果を踏

まえ、高度化を検討しています。

　環境・社会課題への取り組みの重要性はますます高まっており、当社グループは、さらなる持続可能な社会の実現と成長を

目指していくため、社会と当社グループのそれぞれの機会とリスクの観点から、優先的に取り組むべき６つのマテリアリティ

を特定しています。

SDGsやSASB業種別マテリアリティマップ等から、国内外で環境・社会・経済等の観点から長期的に取り組むべき約300項目をリストアップ。

STEP 1│課題の抽出

各課題の社会的な重要度と当社グループにとっての重要度を外部有識者の知見も活用しスコアリング。当社グループが事業を通じて解決に貢献できる、
または解決への貢献を目指していく課題を選出。

STEP 2│課題の分析

経営者インタビュー、社員アンケートを実施し、社会と当社グループのそれぞれの機会とリスクの観点から重要性を評価。優先的に取り組む課題を整理・
選出し、６つのテーマに絞り込み。

STEP 3│課題の評価

６つのテーマにおいて、当社グループが優先して取り組むべきことに関して議論を重ね、マテリアリティの妥当性について、経営会議での協議・審議を
経て、取締 役会において決定。

STEP 4│マテリアリティの特定
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マテリアリティ課題テーマ

脱炭素社会実現への貢献

健康で豊かな生活への貢献

再生可能エネルギー

医療・介護・ヘルスケア

都市・インフラ・モビリティ

サーキュラー・エコノミー

テクノロジー

人材・教育・ガバナンス

生活を支える
社会基盤づくりへの貢献

循環型経済の牽引

テクノロジーによる
新しい価値の創出

あらゆる人が活躍できる
社会・職場づくり
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マテリアリティの評価イメージ

みずほリースグループのサステナビリティ経営の推進

サステナビリティ委員会 

共同委員長 サステナビリティ統括責任者、人事・総務グループ長

委員会構成員

人事・総務グループ長、財務・主計グループ長、企画グループ長、リスク管理グループ長、
ITシステム・事務グループ長、法務・コンプライアンスグループ長、審査グループ長、サー
キュラー・ソサイエティ・プラットフォーム本部長、サーキュラー・ソサイエティ・プラッ
トフォーム副本部長、その他社長の指名する役員

頻度 原則四半期

2024年度の主な議題

リース事業協会ガイダンス、プラスチック資源循環促進法対応
SCOPE3開示
人権デューデリジェンスの取り組み
サステナビリティ開示動向と対応
社会貢献活動
非財務目標進捗

マテリアリティの特定

方針 リスク管理

推進体制
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